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a 自ら（あなたご自身）が知り
たい事柄を伝えている
n 社会全体の治安悪化を感じさ
せる
に配慮している
l 被疑者のプライバシーや人権
に配慮している
k被害者の家族や知人は、実名
よりも匿名による報道が多い
よりも匿名による報道が多い
よる報道が多い
h 被疑者は、実名よりも匿名に
よる報道が多い
c 季件が興味本位で伝えられて
いる
d 奉件の問題点や背景にせまっ
て報じている
く報道をしている
- 30分未満平均値 ・・・・・ 30分~1時間未満平均値 一1時間以上平均値 —•―読まない平均値
図1 新聞閲読時間別 殺人事件の報道への意見
マイナス評価の「m被害者のプライバシーや人権に配慮している」は、すべての層で評価が最も低
い。なかでも短時間視聴者層でスコアが低い傾向にあり、「見ない」は一0.65(標準偏差1.087)、「2
時間分未満」は一0.48(標準偏差1.073)、「2時間~4時間未満」は一0.35(標準偏差1.097)、「4時間
以上」は一0.34(標準偏差0.982)の順となる。言い換えれば、視聴する層ほど、不十分（マイナス）
ながらもプライバシーに配慮しているという意見をもっているということになろう（図2参照）。
全体的にみると、「2時間~4時間未満」と「4時間以上」の長時間視聴者層は同じようなスコア
の傾向にあり、長時間視聴者ほど評価が高いというわけではない（図2参照）。
③インターネットニュース
インターネットニュースの報道への意見をみると、「2時間以上」でスコアが高い傾向にある。ま
ず共通する意見について、スコアが高い順に全体の傾向をみると、「 c事件が興味本位で伝えられて
いる」は1.04(標準偏差0.796)、「n社会全体の治安悪化を感じさせる」は0.73(標準偏差0.914)、「e
容疑者を犯人と決めつけている」は0.85(標準偏差0.899)、「g独自取材による報道が少ない」は0.64
（標準偏差1.058)となる。これらはすべて、利用時間が長くなるほどスコアが高い傾向にある。この
ほか、長時間利用者ほどスコアが高くなる意見として「h被疑者は、実名よりも匿名による報道が多
ぃ」があげられる（図3参照）。
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a 自ら（あなたご自身）が知リ
たい車柄を伝えている
h 被疑者は、実名よリも匿名に
よる報道が多い
d 享件の問題点や背景にせまっ
て報じている
e 容疑者を犯人と決めつけてい
る
一2時間未満平均値 ··• ・2時間N4時間未満平均値 一4時間以上平均値 ―•― 見ない平均値
図2 テレビ視聴時間別 殺人事件の報道への意見
マイナス評価の「m被害者のプライバシーや人権に配慮している」は、「 1時間~2時間未満」
(-0.52、標準偏差1.101)でマイナス・スコアが最も高く、「30分未満」 (-0.44、標準偏差1.018)、
「30分~l時間未満」 (-0.42、標準偏差1.118)、「2時間以上」 (-0.38、標準偏差1.182)、「見ない」
(-0.20、標準偏差0.905) と続く。このほかインターネットニュース利用者層全体でのマイナス評価
の意見として、テレビと同じ項H「1被疑者のプライバシーや人権に配慮している」「 i被害者は、
実名よりも匿名による報道が多い」「d事件の間題点や背景にせまって報じている」があげられる。
これらは前掲「m被害者のプライバシーや人権に配慮している」と同じく、「1時間~2時間未満」
でマイナス・スコア（項目 1: -0.23、標準偏差1.027、項目 i: -0.13、標準偏差1.112、項目 d:
-0.11、標準偏差0.861)が最も高い（図3参照）。
そのほかの特徴として、「 a自ら（あなたご自身）が知りたい事柄を伝えている」「b事実を正確に
伝えている」は「30分未満」のスコアが高い。また「2時間以上」の利用者層は他の層に比べて、前
掲の共通意見c、n、e、gに加え、「 i被害者は、実名よりも匿名による報道が多い」「 j被疑者の
家族や知人は、実名よりも匿名による報道が多い」「K被害者の家族や知人は、実名よりも匿名によ
る報道が多い」についても高いスコアを示す。特に、「 c事件が興味本位で伝えられている」「 i被害
者は、実名よりも匿名による報道が多い」「 j被疑者の家族や知人は、実名よりも匿名による報道が
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i被疑者の家族や知人は、実名より
も匿名による報道が多い
I 被害者は、実名よリも匿名に
る報道が多い
a 自ら （あなたご自身）が知りた
い率柄を伝えている
h 被疑者は、実名よりも匿名によ
る報道が多い
d 亭件の問趙点や背景にせま って
報じている
e 容疑者を犯人と決めつけている
f 警察など公的な発表にもとづく
報道をしている
-•-3吟未満平均値-3彩:)-1時間未満平均値 ···••1時間-2時間未満平均値--2時間以上平均値 --+-- 見ない平均値
図3 インターネットニュース利用時間別 殺人事件の報道への意見
多い」に関しては、全体スコアの 2倍となる高い数値を示す。他方、「見ない」層のスコアは総じて
低く、インターネットニュースに対する評価の低さが窺える（図3参照）。
(2)性犯罪事件の報道への意見
性犯罪の事件報道については、「 c事件が興味本位で伝えられている」「p社会全体の治安悪化を感
じさせる」「e容疑者を犯人と決めつけている」「g独自取材による報道が少ない」の順にスコアが高
<、「d事件の問題点や背景にせまって報じている」はマイナス評価である。
①新聞
「c事件が興味本位で伝えられている」は、「読まない」を含むすべての閲読者層でスコアの違い
はない。「p社会全体の治安悪化を感じさせる」でスコアが高いのは、「30分~l時間未満」と「1時
間以上」（ともに0.86、標準偏差は順に0.891、0.953)である。「30分未満」は0.75(標準偏差0.865)、
「読まない」は0.57(標準偏差0.992) となり、読まない層は30分以上の閲読者層に比べてスコアが低
い（図4参照）。
「e容疑者を犯人と決めつけている」はpとは反対の傾向にあり、「30分未満」と「読まない」を
合わせた読まない層でスコアが高く、それに対し、「30分~l時間未満」と「1時間以上」を合わせ
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た閲読者層でスコアが低い。「g独自取材による報道が少ない」は閲読時間が長くなるにつれてスコ
アが高く、「読まない」が0.40(標準偏差0.878)に対し、「1時間以上」は0.86(標準偏差0.693) と2
倍を超える（図4参照）。
マイナス評価の「d事件の問題点や背景にせまって報じている」については、閲読者間で大きなス
コア差はみられないが、最もマイナス・スコアが高いのは「読まない」層である。
「p社会全体の治安悪化を感じさせる」に加え、閲読時間が長いほどスコアが高くなる意見は、「 f
警察など公的な発表にもとづく報道をしている」「h被疑者は、実名よりも匿名による報道が多い」
「i被害者は、実名よりも匿名による報道が多い」「 j被疑者の家族や知人は、実名よりも匿名による
報道が多い」「K被害者の家族や知人は、実名よりも匿名による報道が多い」「m被害者のプライバ
シーや人権に配慮している」であり、それらのすべてについて、「1時間以上」のスコアは「30分未
満」のスコアの2倍を占める（図4参照）。
被疑者、被害者の報道について「 1時間以上」層では、「 1被疑者のプライバシーや人権に配慮し
ている」と「n性犯罪事件の報道は被疑者に厳しい」はマイナス評価で、「o性犯罪事件の報道は被
害者に厳しい」のスコアも閲読者層の中で最も低い。新聞報道の内容分析の知見から、新聞報道にお
いて個人のプライバシーや個人情報を想起する語や扇情的な語はあまりみられないことが明らかと
なっており（四方由美ほか、 2018)、この知見からも、長時間閲読者層による匿名報道が多いという
意見や、被害者のプライバシーや人権に配慮しているという意見は妥当といえよう。新聞の性犯罪事
a 自ら（あなたご自身）が知りたい車
柄を伝えている
d 亭件の問題点や者景にせまって報じ
ている
道が多い
i 被害者は、実名よリも匿名による報遵
が多い
e 容疑者を犯人と決めつけている
一30分未満平均値 ..... 30分-1時間未満平均値 一1時間以上平均値 ―•— 読まない平均値
図4 新聞閲読時間別 性犯罪事件の報道への意見
106 
受け手による犯罪報道への評価 (2)/大谷奈緒子・四方由美・北出真紀恵・小川祐喜子・福田朋実
件の報道への意見は、固4のとおり、閲読者層によって大きくスコアが異なることが特徴といえよう。
②テレビ
新聞では閲読時間が長いほど、スコアが高い意見が多い傾向にあったが、テレビの視聴時間が長い
ほどスコアが高くなるのは、「d事件の問題点や背景にせまって報じている」と「p社会全体の治安
悪化を感じさせる」だけである。 dは視聴時間が長いほどマイナス・スコアが低くなることから、全
体的評価は低いが、長時間視聴層で“事件の問題点や背景にせまって報じている”と評価していると
いえる。またpのスコアからは、長時間視聴者ほど“社会全体の治安悪化を感じている”ということ
がわかる。なかでも「4時間以上」のスコアは0.78(標準偏差0.940)を示し、これは「4時間以上」
のすべての項目において最も高いスコアとなる（図5参照）。
項目全体を通してスコアが高いのは「2時間~4時間未満」で、全16項目のうち9項目で高い数値
を占める。そのうち「2時間未満」と「2時間~4時間未満」の2つの層で同じ傾向にあるのは、報
道内容に関連する「 c事件が興味本位で伝えられている」と「m被害者のプライバシーや人権に配
慮している」（マイナス・スコア）、「 o性犯罪事件の報道は被害者に厳しい」である。取材に関する
「f警察など公的な発表にもとづく報道をしている」と「g独自取材による報道が少ない」の意見に
ついては、「2時間~4時間未満」と「4時間以上」が同じ傾向にある（図5参照）。
③インターネットニュース
a 自ら （あなたご自身）が知りたい
亭柄を伝えている
p 社会全体の治安悪化を感じさせる
臣名による報道が多い
i 被害者は、突名よりも紐名による報
道が多い
報道が多い
-2時間禾満平均恒 ・・・2時間-4時間禾満平均値 一4時間以上平均値
図5 テレビ視聴時間別 性犯罪事件の報道への意見
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0 1生犯罪寧件の報道は被害者に厳しい
n性犯罪事件の報道は被疑者に厳しい
m被害者のプライパシーや人権に配慮
している
している
k被害者の家族や知人は、実名よりも‘
四名による報道が多い
a 自ら（あなたご自身）が知りたい享
柄を伝えている
j被疑者の家族や知人は、実名よリも
名による報道が多い
I 被害者は、実名よりも匿名による報
が多い
ている
c 容疑者を犯人と決めつけている
t警察など公的な発表にもとづく報道
をしている
道が多い
一●ー3吟未満平均値—-30分Nl時間未満平均値 ・・ ・ ・ ・ 1時間~2時間未浦平均値-2時間以上平均値 ー•—見ない平均値
図6 インターネットニュース利用時間別 性犯罪事件の報道への意見
図6のとおり、「見ない」層については、新聞と同様にスコアは全体的に低く、インターネット
ニュースに対する評価の低さを確認できるが、そのほかの利用者層においては、利用時間と評価の間
に関連はあまりみられない。以下では、性犯罪の事件報道で評価が高い意見についてまとめる。
「c事件が興味本位で伝えられている」は、「 1時間~2時間未満」 (0.90、標準偏差0.915)、「2時
間以上」 (0.89、標準偏差0.832)、「30分未満~1時間未満」 (0.85、標準偏差0.810) というように、 30
分以上の利用者で共通して高い評価となる。「p社会全体の治安悪化を感じさせる」は、利用時間に
比例して評価が高くなっていることから、長時間利用するほど“治安悪化を感じる”ことがわかる。
「e容疑者を犯人と決めつけている」では、 30分から 2時間未満の利用者層では約0.5スコアとなって
おり利用時間によるスコアの差はないが、「2時間以上」になるとスコア (0.73、標準偏差0.863)が
高くなる。「g独自取材による報道が少ない」は、「 1時間~2時間未満」 (0.64、標準偏差0.904)が
最も高く、「2時間以上」 (0.58、標準偏差0.809)、「30分未満~1時間未満」 (0.52、標準偏差0.851)、
「30分未満」」 (0.44、標準偏差0.812) と続く（図6参照）。
マイナス評価の「 d事件の問題点や背娯にせまって報じている」は、「 1時間~2時間未満」
(-0.27、標準偏差0.979)が最も高く、「30分未満~l時間未満」 (-0.22、標準偏差0.901)、「30分未
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満」 (-0.18、標準偏差0.793)、「2時間以上」 (-0.12、標準偏差0.915) と続く （図6参照）。
(3)幼児虐待事件の報道への意見
幼児虐待事件では、「p社会全体の治安悪化を感じさせる」「 c事件が典味本位で伝えられている」
「e容疑者を犯人と決めつけている」「 f警察など公的な発表にもとづく報道をしている」「g独自取
材による報道が少ない」のスコアが高いことから、これらの意見を中心にみていく。
①新聞
図7のとおり、「30分~l時間未満」の閲読者層で評価が高い。「30分~l時間未満」と「 1時間以
上」で同じような評価をしているのは、「 c事件が興味本位で伝えられている」「 g独自取材による
報道が少ない」「p社会全体の治安悪化を感じさせる」の 3項目であるが、スコアが高いのはすべて
「30分~l時間未満」であることから、長時間閲読者ほどスコアが高いというわけではない。 c、
g、pの項目のうち、 pのスコアは特に高く、「30分~l時間未満」は0.90(標準偏差0.947)、「 1時
間以上」は0.86(標準偏差0.875)を示す。
そのほかの意見について概観すると、「30分~l時間未満」のスコアは全体的に高いことから、「30
分~l時間未満」の読者層では、匿名報道とプライバシーや人権への配慮について一定程度評価して
いるといえるだろう。他方、「1時間以上」の読者層は、「n幼児虐待報道は父親（継父含む）に厳し
ぃ」と「m幼児虐待報道は母親（継母含む）に厳しい」に対して高いマイナス・スコアを付してい
る。これに関しては、幼児虐待報道が対象（父母等）に対して、受け手は厳しいと感じているのか、
a 自ら（あなたご自身）が知りたい事柄
を伝えている
が多い
i 被害者は、実名よりも匿名による報道
が多い
-30分未満平均値 ・・・30分-1時間未満平均値 -1時間以上平均値 ~読まない平均値
図7 新聞閲読時間別 幼児虐待事件の報道への意見
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あるいは、より厳しくすべきと感じているのかの判断が難しい。
「読まない」層の評価は全体的に最も低いが、「 c事件が興味本位で伝えられている」について最
も高いスコアがついている。これは「読まない」層の先有傾向として、興味本位を煽る新聞報道のイ
メージがあるのかもしれない。また、「p社会全体の治安悪化を感じさせる」のスコアは閲読者と比
べると低いものの0.53(標準偏差0.986)を示しており、新聞閲読の有無にかかわらず、‘‘社会全体の
治安の悪化を感じている”といえる（図7参照）。
②テレビ
「c事件が典味本位で伝えられている」と「e容疑者を犯人と決めつけている」への意見は視聴時
間に関わらず同じ傾向である。また、「 f警察など公的な発表にもとづく報道をしている」「g独自取
材による報道が少ない」については、「2時間-4時間未満」と「4時間以上」でスコアが高いこと
から、長時間視聴者層の取材への関心を表しているといえる。
「p社会全体の治安悪化を感じさせる」は、視聴時間が長くなるにつれてスコアが高くなる。「見
ない」層のスコアは0.28(標準偏差1.166)、「4時間以上」のスコアは0.84(標準偏差0.902)であるこ
とから、テレビを長く見る人ほど‘‘社会全体の治安悪化を感じている”といえよう（図8参照）。
③インターネットニュース
全体的に「2時間以上」のスコアが高い傾向にあり、「e容疑者を犯人と決めつけている」「 f警察
など公的な発表にもとづく報道をしている」「g独自取材による報道が少ない」でスコアが最も高い
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図9 インターネットニュース利用時間別 幼児虐待事件の報道への意見
のは、「2時間以上」となる。また、「 c事件が興味本位で伝えられている」は長時間利用者ほどスコ
アが高くなっており、「30分未満」のスコアは0.42(標準偏差0.828)に対して「2時間以上」は0.70
（標準偏差0.858)であることから、利用時間が長い人ほど‘‘輿味本位な報道”を強く感じていること
がわかる。「p社会全体の治安悪化を感じさせる」については、各利用者層でスコアが高い傾向には
あるが、「 1時間~2時間未満」のスコアが0.74(標準偏差0.964)で最も高く、最も低い「見ない」
層の0.48(標準偏差1.017)と比べてもその裔さがわかる（図9参照）。
また固9から、「2時間以上」の匿名報道に関するスコアは高いが、他方で、プライバシーや人権
に関する評価については総じて低いことがわかる。利用時間の長短にかかわらず、インターネット
ニュースのプライバシーや人権の保護について十分ではないと評価しているといえよう。
(4)事件別の報道への意見
本節では、それぞれのメデイアの行為者に限定して、事件別に多い意見についてメデイア別にスコ
アを比較した。図10から図12はメデイアの行為者別に各事件報道への主な意見をまとめたものである。
図10は殺人事件報道への意見を示している。「c事件が典味本位で伝えられている」と「 e容疑者
を犯人と決めつけている」はインターネットニュースでのスコアが高く、「g独自取材による報道が
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少ない」と「 n社会全体の治安悪化を感じさせる」は新聞が突出している。「 i被害者は、実名よ
りも匿名による報道が多い」については評価がわかれ、新聞ではプラス、テレビとインターネット
ニュースではマイナスとなる（図10参照）。
図11は性犯罪の事件報道について示している。「c事件が興味本位で伝えられている」「e容疑者を
犯人と決めつけている」「g独自取材による報道が少ない」「p社会全体の治安悪化を感じさせる」に
ついては殺人事件の報道への意見とほぼ同じ傾向といえる。「d事件の問題点や背景にせまって報じ
ている」はマイナス評価であるが、インターネットニュースのマイナス・スコアは最も高く、評価が
最も高いのは新聞である（図11参照）。
図12は幼児虐待事件について示している。幼児虐待事件の報道評価は前掲の殺人事件や性犯罪事件
の評価と異なり、「c事件が興味本位で伝えられている」と「e容疑者を犯人と決めつけている」の
スコアが低い。 eの犯人視報道については2つの事件と異なり、新聞のスコアが僅かに託くなる。
「p社会全体の治安悪化を感じさせる」は2つの事件と同じく、新聞のスコアが最も高い。また、「 f
警察など公的な発表にもとづく報道をしている」も新聞のスコアが高いが、 fと関連する変数として
「g独自取材による報道が少ない」を参照すると、新聞が0.48(標準偏差0.806)テレビが0.42(標準
偏差0.827)、インターネットニュースが0.43(標準偏差0.838)であり、大きな差はみられない。
前稿（大谷ほか、 2019)において、人びとは報道によって社会の治安悪化を感じていることを指摘
したが、今回の分析を通して、新聞の閲読者でその傾向が強いことが明らかとなった。また、輿味本
位な報道や犯人視報道についての意見はインターネットニュースの利用者で多く、殺人事件と性犯罪
事件においては、新聞の独自取材の少なさが指摘されている。
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(5)分析のまとめ
受け手のメデイア利用による報道への意見について検討したところ、利用時間が長くなるにした
がって意見が多くなるのは、「社会全体の治安悪化を感じさせる」である。この意見に対して特に影
響しているのは新聞であり、長時間閲読者ほどそう思う傾向が強い。そのほかは、事件と利用メデイ
アによって意見が異なることから、共通項を見出すのは難しいが、典味本位を煽るような報道、犯人
視報道のスコアは、新聞、テレビ、インターネットニュースの順で高いことから、新聞への評価が高
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